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私たちの研究室では、病原性ウイルスの細胞内増殖機構と病原性
発現機構に関する研究を進めています。対象とするウイルスは、
呼吸器感染症を引き起こすインフルエンザウイルス、新型コロナ
ウイルス、ヒトに致死的な出血熱を引き起こすエボラウイルス、
マールブルクウイルス、ラッサウイルスです。
私たちの研究室が目指すのは、オリ
ジナリティの高いウイルス研究です。
クライオ電子顕微鏡や高速原子間力
顕微鏡を用いてウイルスタンパク質
の構造や感染細胞の構造変化を自由
自在に解析できるのは、日本で私た
ちの研究室だけです。
また、ヒト体内におけるウイルス増
殖機構や病原性発現機構を正しく理
解するため、異分野融合研究を開始
し、ES細胞やiPS細胞由来のオルガ
ノイドを用いたウイルス研究を進め
ています。
従来からの研究手法にとらわれず、
新しい手法を取り入れたり異分野の
研究室との共同研究を進めることで
ユニークなウイルス研究をしたいと
考えている学生さんを募集します。
5年くらい研究に没頭したいという
学生さんはぜひ見学に来てください。
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京都⼤学は男⼥共同参画を推進しています。
⼥性の積極的な進学を応援します。
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